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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 使 用 済 み 粘 着 テ ー プ （ １ １ ａ ） を 切 断 す る 切 断 歯 （ ２ ２ ） と 、 使 用 者 が 握 る た め の 握 り  
部 （ ２ ４ ） を 有 す る 、 ロ ー ル ク リ ー ナ ー （ １ ） の 粘 着 テ ー プ 切 断 具 （ ２ ） で あ っ て 、
　 前 記 切 断 歯 （ ２ ２ ） は 切 断 部 最 先 端 （ ２ １ ） か ら 上 方 に か け て 傾 斜 す る 傾 斜 部 か ら な り 、
　 前 記 傾 斜 部 に 粘 着 テ ー プ （ １ １ ） と の 接 触 面 を 減 ら す 凹 部 （ ２ ３ ） が 設 け ら れ て い る
こ と を 特 徴 と す る ロ ー ル ク リ ー ナ ー （ １ ） の 粘 着 テ ー プ 切 断 具 （ ２ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 凹 部 （ ２ ３ ） の 最 深 部 の 深 さ が 少 な く と も ０ ． ５ m m あ る 請 求 項 １ 記 載 の 粘 着 テ ー  
プ 切 断 具 （ ２ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 切 断 歯 （ ２ ２ ） の 長 手 方 向 一 端 に 、 ロ ー ル ク リ ー ナ ー （ １ ） の 粘 着 テ ー プ （ １ １ ）  
に 宛 が い や す く す る た め の フ ッ ク （ ２ ６ ） が 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 粘 着 テ ー プ 切  
断 具 （ ２ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 切 断 歯 （ ２ ２ ） の 左 右 端 部 の い ず れ か 一 方 で あ っ て 前 記 フ ッ ク （ ２ ６ ） の な い 側 の  
角 部 （ ２ ８ ） を 他 の 切 断 歯 （ ２ ２ ） の 最 先 端 （ ２ １ ） よ り も 細 く し て い る 請 求 項 ３ 記 載 の  
粘 着 テ ー プ 切 断 具 （ ２ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 フ ッ ク （ ２ ６ ） が 粘 着 ロ ー ラ 端 部 の 筒 状 部 （ １ ２ ） に 挿 入 さ れ る 湾 曲 部 （ ２ ７ ） を  

請求項の数　6　（全6頁）
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有 す る 請 求 項 ３ 記 載 の 粘 着 テ ー プ 切 断 具 （ ２ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 粘 着 テ ー プ 切 断 具 （ ２ ） を 添 付 付 属 品 と し て 有 す る ロ ー ル ク リ ー ナ ー （  
１ ） 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ロ ー ル 状 粘 着 テ ー プ を 転 が し な が ら ご み を 付 着 さ せ て 回 収 す る ロ ー ル ク リ ー  
ナ ー に お い て 、 使 用 済 み 部 分 を 切 断 す る 補 助 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ロ ー ル ク リ ー ナ ー は 装 置 が 小 型 で 電 源 も 必 要 と せ ず 、 髪 の 毛 や 糸 く ず な ど を 簡 単 に 除 去  
で き る の で 、 特 に 身 の 回 り の 狭 い 範 囲 の 掃 除 に 有 効 で あ る 。 し か し 、 ロ ー ラ 表 面 に ご み が  
付 着 す る に つ れ て 粘 着 テ ー プ は 付 着 力 が 失 わ れ て い く の で 、 使 用 済 み の 部 分 を 除 去 し て 、  
そ の 下 の 未 使 用 部 分 を 露 出 さ せ な け れ ば な ら な い 。 使 用 済 み の 部 分 を 除 去 す る に は 通 常 手  
で 引 き ち ぎ っ て い る 。 切 り 取 り 線 を 設 け て い る ロ ー ル ク リ ー ナ ー も あ る が 、 な い 場 合 は 、  
ま っ す ぐ に 切 断 で き ず 、 斜 め に 引 き ち ぎ っ た り し て 未 使 用 部 分 の 先 端 が き れ い に そ ろ わ な  
い こ と が よ く あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 問 題 を 解 決 す る た め 、 例 え ば 実 開 平 ４ － １ １ ４ ５ ３ ９ で は 粘 着 テ ー プ 引 き は が し 用  
の 補 助 具 を 提 案 し て い る 。 こ の 補 助 具 は 粘 着 面 を 有 す る 板 状 の 部 材 で あ り 、 同 公 報 の 添 付  
図 面 を 見 る と 物 差 し の よ う な 細 長 い 板 で あ る 。 こ の 部 材 の 縁 に 沿 っ て 粘 着 テ ー プ を 手 で 引  
き ち ぎ れ ば ま っ 直 ぐ に 切 断 す る こ と が で き る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 実 開 平 ４ － １ １ ４ ５ ３ ９
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 実 開 平 ４ － １ １ ４ ５ ３ ９ の 引 き は が し 補 助 具 は 細 長 い 板 で あ り 、 そ れ 自 体 粘 着 面 を 有 す  
る の で 、 （ 実 物 を 見 た わ け で は な い が ） ロ ー ラ 表 面 の 粘 着 面 と 何 度 も 接 着 さ せ て い る と 全  
体 が す ぐ に 粘 着 剤 で ベ ト ベ ト に な る の で は な い か と 思 わ れ る 。 そ う な る と 、 使 用 済 み テ ー  
プ が 切 断 し に く く な る だ け で な く 、 使 用 者 の 手 も 汚 れ や す く な る 。
　 ま た 補 助 具 の 歯 を ロ ー ラ 表 面 に 対 し て 、 垂 直 に 宛 が う と 、 ロ ー ラ を 押 さ え る 力 が 弱 く な  
り 、 切 断 し に く く な り 、 あ る 程 度 は 粘 着 面 に 宛 が う 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 切 断 歯 と ロ ー ラ 表 面 の 粘 着 面 と の 接 触 部 分 を 少 な く し て 、 上 記 従 来 技 術 の 欠  
点 を 解 消 さ せ る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る 本 発 明 の ロ ー ル ク リ ー ナ ー の 粘 着 テ ー プ 切 断 具 は 、 使 用 済 み 粘 着 テ  
ー プ を 切 断 す る 切 断 歯 と 、 使 用 者 が 握 る た め の 握 り 部 を 有 す る 、 ロ ー ル ク リ ー ナ ー の 粘 着  
テ ー プ 切 断 具 で あ っ て 、 前 記 切 断 歯 は 切 断 部 最 先 端 か ら 上 方 に か け て 傾 斜 す る 傾 斜 部 か ら  
な り 、 前 記 傾 斜 部 に 粘 着 テ ー プ と の 接 触 面 を 減 ら す 凹 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す  
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 凹 部 は 切 断 歯 に 沿 っ て 長 手 方 向 の ほ ぼ 全 長 に わ た っ て 伸 び て い る こ と が 好 ま し く 、  
そ の 最 深 部 は 、 粘 着 テ ー プ 切 断 具 の 厚 み に も よ る が 、 少 な く と も ０ ． ５ m m あ る こ と が 好  
ま し い 。



10

20

30

40

50

JP 7621662 B2 2025.1.27(3)

【 ０ ０ ０ ９ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 切 断 歯 の 長 手 方 向 一 端 に 、 ロ ー ル ク リ ー ナ ー の 粘 着 テ ー プ に 宛 が い や  
す く す る た め の フ ッ ク が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
さ ら に 前 記 切 断 歯 の 左 右 端 部 の い ず れ か 一 方 で あ っ て 前 記 フ ッ ク の な い 側 の 角 部 の １ ～ ３  
m m を 他 の 切 断 歯 の 最 先 端 よ り も 細 く す る こ と が 好 ま し い 。 こ の 角 部 は 、 使 用 済 み テ ー プ  
を は が す 際 に 、 使 用 済 の テ ー プ の 先 端 を す く い 上 げ る の に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 好 ま し く は 、 前 記 フ ッ ク が 粘 着 ロ ー ラ 端 部 の 筒 状 部 に 挿 入 さ れ る 湾 曲 部 を 有 す る  
。 こ の 湾 曲 部 を 使 用 す る こ と に よ り 、 粘 着 テ ー プ 切 断 具 を 安 定 的 に 粘 着 ロ ー ラ に 対 し て 位  
置 決 め す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 粘 着 テ ー プ 切 断 具 は 、 こ れ の み を 単 体 と し て 販 売 す る こ と も で き る し 、 ロ ー ル  
ク リ ー ナ ー の 添 付 付 属 品 と し て 一 体 的 に 販 売 す る こ と も で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 で は 切 断 歯 を 構 成 す る 傾 斜 部 に 粘 着 テ ー プ と の 接 触 面 を 減 ら す 凹 部 が 設 け ら れ て  
い る の で 、 粘 着 テ ー プ と の 接 触 面 を 減 ら す こ と が で き る 。 そ の た め 、 使 用 済 み 粘 着 テ ー プ  
が 切 断 し や す く な る と と も に 、 使 用 者 の 手 が 汚 れ に く く な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の ロ ー ル ク リ ー ナ ー の 粘 着 テ ー プ 切 断 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） は 粘 着 テ ー プ 切 断 具 の 取 り 付 け 前 の 状 態 、 （ ｂ ） は 取 付 後 の 状 態 を 示 す 斜  
視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） は 粘 着 テ ー プ 切 断 具 の 平 面 図 、 （ ｂ ） は 左 側 面 図 、 （ ｃ ） は 正 面 図 、 （ ｄ  
） は 右 側 面 図 、 （ ｅ ） は 背 面 図 、 （ ｆ ） は 底 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ （ ｃ ） の Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 添 付 の 図 面 に 基 づ き 、 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 1 ～ ４ に 示 す 、 ロ ー ル ク リ ー ナ ー １ の 粘 着 テ ー プ 切 断 具 ２ は 本 発 明 の 実 施 例 で あ る 。  
全 体 は 、 長 手 方 向 最 大 幅 は 約 １ ９ c m 、 最 大 高 さ は 約 ４ c m 、 厚 さ ２ ～ ３ m m の 薄 い 合 成 樹 脂  
板 で あ る 。 素 材 は 特 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
粘 着 テ ー プ 切 断 具 ２ の 下 部 に は ロ ー ル ク リ ー ナ ー の 粘 着 テ ー プ １ １ に 当 て ら れ る 長 手 方 向  
直 線 状 の 切 断 歯 ２ ２ が 設 け ら れ て い る 。 粘 着 テ ー プ １ １ と い う と き は 使 用 済 み の 部 分 １ １  
ａ を 含 む 意 味 で 使 用 す る 場 合 が あ る 。 切 断 歯 ２ ２ は 粘 着 テ ー プ 切 断 具 ２ の 最 先 端 ２ １ か ら  
上 方 約 １ ０ ｍ ｍ に か け て 片 面 の み に 設 け ら れ た 傾 斜 部 で あ る 。 「 歯 」 と は い っ て も テ ー プ  
状 の 紙 を 切 断 す る の が 目 的 で あ る か ら 鋭 利 な も の で あ る 必 要 は な く 、 図 ４ に 示 す よ う に 、  
危 険 を 避 け る た め に 最 先 端 ２ １ は 丸 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
た だ し 、 切 断 歯 ２ ２ の 左 右 端 部 の い ず れ か 一 方 （ 後 述 す る フ ッ ク ２ ６ の な い 側 ） の 角 部 ２  
８ の １ ～ ３ m m を 他 の 切 断 歯 ２ ２ の 最 先 端 ２ １ よ り も ５ ～ ３ ０ ％ 細 く し て お く こ と が 好 ま  
し い 。 こ の 角 部 ２ ８ は 使 用 済 み テ ー プ １ １ ａ を は が す 際 に 、 使 用 済 の テ ー プ の 先 端 を す く  
い 上 げ る の に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
切 断 歯 ２ ２ の 最 先 端 ２ １ か ら 上 方 ３ m m ～ ８ m m に か け て 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 長 手 方 向 に  
伸 び る 凹 部 ２ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 凹 部 ２ ３ は 粘 着 剤 の 付 着 面 を 減 ら す た め の ス ペ ー  
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ス で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
凹 部 ２ ３ は 切 断 歯 ２ ２ に 沿 っ て 長 手 方 向 の ほ ぼ 全 長 に わ た っ て 伸 び て い る こ と が 好 ま し い  
。 そ の 最 深 部 の 深 さ は 、 粘 着 テ ー プ 切 断 具 ２ の 厚 み に も よ る が 、 少 な く と も ０ ． ５ m m あ  
る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
切 断 歯 ２ ２ の 上 方 は 人 が 手 で 握 っ て 操 作 す る 握 り 部 ２ ４ で あ る 。 最 上 部 は 水 平 部 と そ の 前  
後 の な だ ら か な 傾 斜 部 か ら な る 。 上 端 輪 郭 部 に は 、 図 4 に 示 す よ う に 、 両 面 か ら 浅 い 切 込  
み ２ ５ が 設 け ら れ て い る 。 握 り 部 ２ ４ の 形 状 や 構 造 は 手 で 握 り や す く 、 デ ザ イ ン 的 に も 優  
れ た も の で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
切 断 歯 ２ ２ の 長 手 方 向 一 端 に は 、 ロ ー ル ク リ ー ナ ー １ の 粘 着 テ ー プ に 宛 が い や す く す る た  
め の フ ッ ク ２ ６ が 設 け ら れ て い る 。 フ ッ ク 先 端 の 湾 曲 部 分 ２ ７ は ロ ー ラ 芯 １ ２ （ 図 ２ 参 照  
） の 筒 状 部 の 中 に 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の ロ ー ル ク リ ー ナ ー １ の 粘 着 テ ー プ 切 断 具 ２ の 使 用 方 法 は 、 上 記 説 明 か ら 明 ら か な よ う  
に 、 粘 着 テ ー プ 切 断 具 ２ の フ ッ ク 先 端 の 湾 曲 部 分 ２ ７ を ロ ー ラ 芯 １ ２ の 中 に 挿 入 し て 位 置  
固 定 し た 後 、 切 断 歯 ２ ２ を 粘 着 テ ー プ １ １ の 未 使 用 部 分 表 面 に 接 触 さ せ る 。 そ の う え で 、  
図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 使 用 済 み 粘 着 テ ー プ １ １ ａ を 切 断 歯 ２ ２ に 沿 っ て 手 で 引 き ち ぎ  
る 。 使 用 済 み 粘 着 テ ー プ １ １ ａ が 除 去 で き れ ば 、 粘 着 テ ー プ 切 断 具 ２ は ロ ー ル ク リ ー ナ ー  
１ か ら 離 し て 、 次 の 使 用 に 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 粘 着 テ ー プ 切 断 具 は 、 こ れ の み を 単 体 と し て 販 売 す る こ と も で き る し 、 ロ ー ル ク リ  
ー ナ ー の 付 属 品 と し て 本 体 と 一 体 的 に 販 売 す る こ と も で き る 。 単 体 と し て 販 売 す る 時 に は  
、 市 販 の ロ ー ル ク リ ー ナ ー の 大 き さ に 合 わ せ て 複 数 種 類 用 意 す る こ と も で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 １    ロ ー ル ク リ ー ナ ー
　 １ １  粘 着 テ ー プ
　 １ １ ａ   使 用 済 み 粘 着 テ ー プ
　 １ ２  ロ ー ラ 芯
　 ２    粘 着 テ ー プ 切 断 具
　 ２ １  最 先 端
　 ２ ２  切 断 歯 （ 傾 斜 部 ）
　 ２ ３  凹 部
　 ２ ４  握 り 部
　 ２ ５  切 込 み
　 ２ ６  フ ッ ク
　 ２ ７  湾 曲 部 分
　 ２ ８   角 部
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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